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概要：情報モラルの授業では事例を元にした映像教材を用いる授業実践が多く報告されている。しか

し，授業後の生徒の姿について，情報の科学的な理解や普遍的な情報モラルの態度形成について

不十分と感じることがあった。そこで，映像教材を活用し，情報の科学的な理解に基づいた態度形

成を目指す授業過程を研究することにした。 

 研究では，同じ映像教材を使用した授業実践での授業過程やワークシートの構成を変更し，ワ

ークシートへの生徒の記述を比較して，その有効性を検証した。 

 その結果，事例を科学的な理解に基づいて客観的に分析させ，自分がどのように行動するか理

由とともに記述させることが有効であることがわかった。 
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１ はじめに 

 相模原市内の情報モラルの授業では，その多

くの授業で映像教材が用いられている。映像教

材は，どの教員にも活用した指導が可能であり，

児童生徒の情報モラルに関わる経験不足を補い，

トラブルまでの具体の過程や場面について提示

が可能である。また，時代の流行に応じた教材

が多く作成されており，各学校の実情に応じた

指導にも役立っている。 

しかし，流行を扱った映像教材の使用が，禁

止行動の学習の傾倒につながり，情報の科学的

な理解に基づいた情報モラルの育成が不十分と

感じている教員がいる実態もある。そこで，情

報の科学的な理解に基づく情報モラルの指導を

誰でも行えるよう，その授業過程を研究するこ

とにした。 

 

２ 研究の方法 

 まず，平成２８年６月に相模原市立Ａ中学校

（以下，Ａ中）第１学年で行われた，映像教材

を用いた情報モラルの授業実践について，その

学習過程と，ワークシートの記述内容を分析し

た。その分析と先行研究を基に，映像教材を用

い，科学的な理解に基づき情報モラルの態度形

成を行う授業過程ついて考察した。 

 そして，平成２８年７月に相模原市立Ｂ中学

校（以下，Ｂ中）第１学年にてその学習過程に

よる授業実践を行い，ワークシートの記述内容

から，その効果を検証し，考察した。 

 

３ 科学的な理解に基づく情報モラルを育てる

学習過程 

（１）Ａ中の実践の分析 

 平成２８年６月，Ａ中第１学年１クラスで，

最近トラブル事例が多く報告される，トークア

プリのグループトークによるいじめを題材とし

た情報モラルの授業を行った。 

映像教材は広島県教科用図書販売株式会社

「事例で学ぶＮｅｔモラル２０１６」の中の「そ

んなつもりじゃなかったのに」を使用した。 

 授業の学習過程は表１，使用したワークシー

トの構成は図１の通りであった。 

 授業観察中，表１カの場面で生徒の「トーク

アプリを使用するときに注意すること」の発言

を聞いた際，情報機器の特徴を捉えた上での発

言とあまり感じられず，授業の目的とする授業 



表１ Ａ中の授業の学習過程 

ア. 生徒自身の情報機器のトラブル経験を思

い出させる。（ﾜｰｸｼｰﾄ１の欄） 

イ. 映像教材を視聴する。 

ウ. 映像で起きたトラブルの原因を考える。（ﾜｰｸｼｰﾄ２の欄） 

エ. 映像教材の登場人物が，どうすればトラブルを

起こさなかったかを考える。（ﾜｰｸｼｰﾄ３の欄） 

オ. ネットでトラブルを起こさないためにはどうす

れば良いか考える。（ﾜｰｸｼｰﾄ４の欄） 

カ. 映像教材の情報機器を使う時に注意する

ことを考える。（ﾜｰｸｼｰﾄ５の欄） 

 

 
１トークアプリの「グループトーク」で困ったことはありましたか？ 

 

２たくさんの人がたけしさんの悪口を書き込んだ理由は何でしょう。 

 

３３人はどうすればよかったか考えましょう。 

 

４ネットでのいじめを起こさないために，どうすればいいか考えましょう。 

 

５トークアプリの「グループトーク」を使う時に，これから気を

つけたいことは何ですか？ 

 
 

図１ Ａ中で使用したワークシートの構成 

 

表２ Ａ中 ５の記入欄の記述内容 

n=25 
記述内容 登場回数 

悪口は書き込まない。 15 

写真を載せたりしない。 9 

いろんな人が見ているから言葉に気をつ
けて投稿する。 

5 

相手の気持ちを考えてから言葉を書き込む。 5 

相手の嫌がる動画，写真を拡散しない。 5 

悪口を見たら注意。 3 

書き込む言葉に注意する。 3 

いい言葉を使う。 2 

送信する内容を確認してから送信する。 2 

反省は口で言う。 2 

本人の許可をもらって画像を出す。 2 

グループにいない人にも見られていると
いう意識を持つ。 

1 

よく考えて使う。 1 

悪口を見たら話題を変えるようにする。 1 

悪口を書いた人がいたらブロックする。 1 

悪口を書いた人は退会させる。 1 

絵文字などを使って気持ちを表す。 1 

自分の言いたいことがきちんと伝わって
いるか気にするようにする。 

1 

写真や書き込みなどを使ってよいか考え
て使う。 

1 

人に流されない。 1 

必要な連絡だけに使う。 1 

良いこととダメなことを区別したい。 1 

※１人２つ以上の内容を記述している生徒もいるため，合 

計が人数と同数になっていない。 

態度としては不十分であると感じた。これは授

業者も同様であった。そこで原因を探るため，

ワークシートの５の記入欄における生徒の記

述内容について分析した（表２）。 すると「悪

口を書き込まない」が 15人/25 人（60%），「写

真を載せたりしない」が 9人/25 人（36%）とな

っていた。このことから，授業者が期待してい

た，情報機器の仕組みなど科学的な理解を基に

トークアプリのグループトークを使う方法を表

明する態度形成が，不十分であることがわかっ

た。 

 

（２）科学的な理解に基づいた情報モラルを育

てる学習過程の検討 

 文部科学省は，インターネット上での情報発

信の特性の理解の指導事例として，インターネ

ット技術の与える影響を評価するために，その

技術（仕組み）のプラス面とマイナス面を自分

なりに考える学習場面 1)を紹介している。 

また「情報モラル教育は,日常モラルを育てな

がら,最小限の仕組みを理解させ,それらを組み

合わせて主体的に考えさせることが重要である」

2)と述べている。 

 そして「情報モラル教育とは，情報化の「影」

の部分を理解することがねらいなのではなく

（中略）今後も変化を続けていくであろう情報

手段（ICT）をいかに上手に賢く使っていくか，

そのための判断力や心構えを身に付けさせる教

育である」3)と述べている。 

 以上のことをふまえ，Ａ中の学習過程を見直

したとき，次のような学習活動を組み込むこと

で，映像教材を活用した上で，科学的な理解に

基づいた情報モラルを育成できると考えた。 

① 映像教材で用いられた情報機器の特徴のプ

ラス面とマイナス面を評価する学習活動。 

② 評価した情報機器の特徴を基に，映像教材

におけるトラブルの原因を考える学習活動。 

③ 情報機器のじょうずな使い方の態度形成を

ねらう学習活動。 

 



４ 検証と考察 

（１）Ｂ中における検証 

 学習過程内の学習活動の見直しと工夫の有効

性を検証するため，平成２８年７月にＢ中第１

学年の抽出１クラスにて，表３下線部のような

見直しを行った学習過程で授業実践を行った。

授業の学習目標，及び用いる映像教材はＡ中と

同一とし，ワークシートは図２の通り作成し使

用した。 

また，表３イの学習活動については，授業者

と相談し，客観的に情報機器の評価ができるよ

う，映像内の事実についてのみ，プラス面とマ

イナス面を挙げさせるよう，工夫して指導した。 

 

表３ Ｂ中の授業の学習過程 

ア. 映像教材の視聴 

イ. 映像で起きた事案で使用された情報機

器について，客観的にプラス，マイナス

を評価。（ﾜｰｸｼｰﾄ１の欄） 

ウ. 映像で起きたトラブルの原因を，評価した情報

機器の特徴をもとに考える。（ﾜｰｸｼｰﾄ２の欄） 

エ. 映像教材の登場人物が，どうすればトラ

ブルを起こさなかったかを考える。 

（ﾜｰｸｼｰﾄ３の欄） 

オ. ネットでトラブルを起こさないためにはどう

すれば良いか考える。（ﾜｰｸｼｰﾄ４の欄） 

カ. 映像教材の情報機器のじょうずな使い

方を考える。（ﾜｰｸｼｰﾄ５の欄） 

 

 

 
１トークアプリの「グループトーク」で 

よかったこと，便利だった

ことはありましたか？ 

困ったことはありました

か？ 

２たくさんの人がたけしさんの悪口を書き込んだ理由は何でしょう。 

グループトークの特徴 

→ という理由で悪口を書いた 

３３人は「グループトーク」をどのように使えばよかったのでしょう。 

 

４インターネットの特徴をよく考えた上で，ネットでのいじめを起こさないた

めに，どうすればいいか考えましょう。 

 

５トークアプリの「グループトーク」をじょうずに使うにはどうし

たらよいですか？ 

 
 

図２ 作成したワークシートの構成 

（２）考察 

 授業終了後，Ｂ中のワークシートの５の記入

欄について，生徒の記述内容をＡ中と同様の方

法で分析したところ，表４の通りであった。 

 

表４ Ｂ中 ５の記入欄の記述内容 

n=36 

記述内容 登場回数 

相手の気持ちを考えてから言葉を書き込む。 9 

相手に自分の気持ちが伝わるように使いたい。 8 

グループトークの使い方を決める。 7 

悪口は書き込まない。 5 

書き込む言葉に注意する。 3 

本人の許可をもらって画像を出す。 3 

写真や書き込みなどを使ってよいか考えて使う 2 

明るく楽しい話で使う。 2 

保存禁止にする。 1 

恥ずかしいと思われる写真を気軽にあげない。 1 

グループトークをしない。 1 

悪口を見たら注意。 1 

いろんな人が見ているから言葉に気をつけて

投稿する。 
1 

絵文字などを使って気持ちを表す。 1 

グループトークと電話を使い分ける。 1 

インターネットに転載されるかもしれないこ

とを考える。 
1 

※１人２つ以上の内容を記述している生徒もいるため，合 

計が人数と同数になっていない。 

 

 頻出した記述内容について「相手の気持ちを

考えてから言葉を書き込む」が 9人/36人（25%），

「相手に自分の気持ちが伝わるように使いたい」

が 8人/36人（22%），「グループトークの使い

方を決める」が 7人/36人（19%）となっていた

ことから，慎重にトークアプリの向こうにいる

対象者を考えて情報機器を使おうとする態度の

形成が見られる。しかし，これが情報機器の科

学的な理解を基にしたものであるかどうかは判

断できなかった。 

 そこで５の記入欄の直前の学習活動である，

４の記入欄への記述内容に注目し，Ａ中，Ｂ中

双方の記述内容について，日常モラル，仕組み

の理解，その他 4)で分類して比較した（表５）。

するとＢ中の方が，情報機器の科学的な理解を

基にネットのトラブルを起こさない方法を述べ

ていることがわかった。このことから，Ｂ中の



生徒の５の記述内容は科学的理解を基にして

おり，学習過程の工夫や，授業者の表３イにお

ける指導の工夫が有効であったと考えた。 

 

５ 結論 

 映像教材を利用した情報モラルの授業では，

次のような学習活動を取り入れた学習過程で授

業を行うことで，科学的な理解に基づいた態度

形成に有効であると考える。 

(1) 映像教材で用いられた情報機器の特徴につ

いて，映像内の事実からプラス面とマイナ

ス面を客観的に評価する学習活動。 

(2) 評価した情報機器の特徴を基に，映像教材

におけるトラブルの原因を考える学習活動。 

(3) 情報機器のじょうずな使い方の態度形成を

ねらう学習活動。 

 

６ 今後の課題 

学習過程内の学習活動の数が多く，生徒の思

考活動が十分ではなかったと感じた場面が授業

観察中見られた。 

 また最後の態度形成について，一つ前の学習

活動の記載内容から有効性をみなすだけでは不

十分と考える。 

 生徒が深い思考を行った上で，根拠を基にし

た態度形成を記述させる学習活動を取り入れた

学習過程を，今後さらに研究していきたい。 
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Ａ中 

記述内容 登場回数 

写真を使わない。 10 

人が嫌だと思うことを勝手にしない。 8 

直接言えば良い。 6 

人が悪口を言っても自分はしない。 5 

許可なく写真を載せない。 4 

人の失敗（写真など）をバカにしてはいけ

ない。 
3 

（情報技術で）悪口を言わない。 3 

相手の気持ちを考える。 2 

（写真などのデータを）加工しない。 2 

個人情報などのプライバシーに関わること

を載せない。 
2 

自分が嫌なことはしない。 1 

深く考えて打つ。 1 

他の人がどう受け取るか考える。 1 

ルールをつくる。 1 

この世からネットをなくす。 1 

１回悪口を書き込んだら罰金を払わせる。 1 

いじめた人の悪いところを探してくる。 1 

その他 1 

 

 

Ｂ中 

記述内容 登場回数 

相手の気持ちを考えて言う（どうするのか

決める）。 
14 

グループトークで反省させようというので

はなく，本人に直接言う。 
11 

悪口自体を言わない。 8 

恥ずかしい写真は載せない。 8 

どこでだれが覗いているか考えて使う。 8 

絵文字などを使い感情を表す。 6 

言葉を選んで投稿する。 6 

写真は許可を取る。 3 

気軽に使わない。 2 

失敗した人には前向きに声をかける。 2 

周りにどんどん広がってしまうので，写真

は使わない。 
2 

インターネットの特性を考える。 1 

画像などは残ってしまうので，そこを考える。 1 

自分がされた時の気落ちを考えて投稿す

る。 
1 

インターネットを使わない。 1 

その他 1 

 

表５ Ａ中，Ｂ中双方の４の記入欄の記述内容 

※ の網掛けしてあるものが、科学的な仕組みの理解で分類したもの。 


